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お話：大原哲夫（『モーツァルト・伝説の録音』編者）  
SP レコードに遺されたモーツァルトの名録音を世界で初めて集大成した『モーツァル

ト・伝説の録音』（CD36 枚＋書籍全３巻、飛鳥新社より第１巻、第２巻発売中）。 

編者の大原哲夫さんの解説で貴重な録音を一緒に聴いてみませんか。 

（要ご予約） 

	
  

「音楽の楽しみは室内楽にこそある」という人もいます。モーツァルトの後期の弦楽 

四重奏を聴いてみませんか。演奏は、戦前の極めつけと言われたレナー弦楽四重奏団、 

カペー弦楽四重奏団。夏休み、表の喧騒をよそに、心静かなひとときはいかがですか。

ちょっと贅沢な一夜です。 

［演奏曲目］	
 

	
 １. 弦楽四重奏曲第 15 番ニ短調 K.426（417b）	
 
	
 	
 	
 	
 レナー弦楽四重奏団	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 1926年	
 ロンドン録音	
 約22分	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 デビュー前に2年間、彼らは田舎にこもって１日12時間も練習に励んだ。1920年に	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ウィーンでデビュー。全員がハンガリー、ブダペスト音楽院出身、戦前日本で	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ブッシュ弦楽四重奏団、カペー弦楽四重奏団と並び称された。	
 

	
 

〜休憩（ワイン・タイム）〜	
 

	
 

	
 ２. 弦楽四重奏曲第 19 番ハ長調 K.465「不協和音」	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 カペー弦楽四重奏団	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 1928年	
 パリ録音	
 約33分	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 これはリュシアン・カペーが亡くなる 2ヶ月前に録音されたもの。とくに	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 第三楽章は「背筋に冷たいものが走る」というほどの名演。史上最高といって	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 も過言でない希有な弦楽四重奏団の見事な演奏。聴き逃せません。	
 

［使用機材］	
 	
 

スピーカー：Rogers LS3/5A 

アンプ：Rogers専用回路	
 新忠篤氏制作 EL84使用、管球アンプ 

CDプレイヤー：STUDER A730 

会場 ギャラリー４１２	
 	
 会費 1000 円（ワイン付き） 

	
 	
 	
 東京都渋谷区神宮前 4-12-10 表参道ヒルズ 同潤館３Ｆ (pm13:00～18:30 日祝日休廊) 

 ご予約はギャラリー412（TEL : 03-5410-0388）渡部千鶴香まで。  

主催：ギャラリー412、大原哲夫編集室( http://oharatetsuo.jimdo.com )	
 後援：飛鳥新社 

※カタログを既にお持ちの方はご持参下さい。 

今宵はたっぷり弦楽四重奏を！ 
レナー弦楽四重奏団、カペー弦楽四重奏団聴き比べ 

2015年 7 月 24 日（金）18時 30分開演 


